
ｒ
屠
肘
Ｌ
盤
感
患
瀧

庁一: ‐~~､~弓.~Fw､.'1~-:~EF~n=マママ

夕

戸

～

9

"1'

ダ

～

ロ凸 夕

造船協會雑纂附録

時報§
￥

や
、

第16號
『

』

目 次

造船協會特別講演會記事
e

論文審査委員會設置に就で

第50期年度秋季講演會講演概要(その一）

－ ． ､

12， 1月中の各委員街の活動状況

新入.會者氏名一 ．

死亡會員

一

一

g*

』エ｡

日便

:ﾛ選
別
強

が

ｊ
Ｇ
■

一一 一

を…
澱-1ﾐﾝポﾝｱ

識

栓

1
心

q
l

ロ

丁

¥

1

、

‐

7

Bも

1
1

圏息-』劃
ノ

‘風一J…－ｴ…J"－;_¥}g 僻
皇 魂.曽ﾆ ｮﾛ ,屯 ..■、‐ .凸 一一h＝制



誤字~~"~云乏" .r､~診~一~~…〆 …一宗－－…－.~‐句勾

’

?

正 亡再

、 〆

ー

完

鑑山機械並化學工業用諸機械｜ 『 ・・ ？

'.’‘ ‘ ‘凶
F* 9

0 ら

暇

、

設計・製作

(最古ノ歴史・最新ﾉ技術）
且＝一ユ国東京都港腫芝三田豊岡町六六

●

・

鵬

■

｜

■

ｒ

卜

◆

ｉ

‘

１

１

１

株式
會牡 大塚工場 電話三田（45）1161－49

暖房用バﾙプ･ﾄﾗﾂプｰ式･鑿霊:濡羅蕊Ｉ

ｌ

Ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

も

卜

０

口

０

■

■

■

■

ロ

..INSTRUMENTSFORHEATINGEQUIPMENTS''
.RadiatorValves,Traps,ReducingValvSSTemperature

_ f ,RegulatorsReliefValves,ExpansionJoints,etc.

株式フシマン製作所蕊薙滞瀞埼羅亨溺會杜 ・

FushimanWorks,Co.Ltd. .

5"1Morigasaki-machiOta･kuTokyo-toTels・Omori (06)1507．1"8．3282
心.

剛I

､

仁tの呼腱特許力f"､答小zわる
芯の中に含まれた特許化合物の働きで
（1） なめらかに濃く紙に附着する
（2）烏口で引き直さなくともそのま上青罵眞の原圃になる

Ｉ

ｂ

■

ロ

日

‐

■

■

可

鼠

A三菱籍筆
，

特許第111938嘘

I

一般化學機械並

高水雁ポンプ°･フ・レス

室氣腫縮器・遠心分離機

株式會赦

名機製作所
、東京都千代田直丸ノ内三菱仲三説館四晩
電話丸ノ内(23)87"4･1949.2456.3878
工場 名古屋 ・ 大府

ダイカスト月産能力

1,000,000個

愛知ダイカスト工業株式會誠
東京都千代田厘丸ノ内三菱仲三號館四魂
電話丸ノ内(23)873－1.1949･2456･3978
エ場 名古屋・大府 一

'

〆

’
1’

’1

’
’

１

Ｌ

■

ｒ

↑

‐

●

１

‐

１

１

ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｂ

ｌ

嘗業種目

銅合金熔解電氣艫｡輕合金熔解電氣艫･僥入･焼鈍電氣艫

愛座器･抵抗器｡自動温度調節器･乾燥器他各種電氣艫設計製作
●

１

１

１

１

１
I

一_〆一－一一一
一一

電話大塚（86） 1576山崎電機製作所皇業鰹雛職蕊函：
Ｊ

１

・

川

１

１

４

１

■

■

■’

’
本誌上への度告は取扱､上共榮邇信祗へ假事務所東京都品川瞳西品川四ﾉ九三二’

I
皇ｮ画由良』－画 一._. ‐ ‐ ＝ﾔ 今 ． 、 ・ ． ， － 〒一号-← ‘竺凸一 ,－．＝._.～一二L単ムニー一･･ｰ－'ユー･鹿廉△品ユ‘もニニニー．『‐． "_、 ．‐ －＝ .一 一夕4名一4 ． . .. 一



言 戸一 、ｰ ママ一､F 一一一~● .ﾏ 一‐ロ ダー－戸－．．℃ －.マ､＝

■ p

～

￥

可r;クーー‐

､

一

｡
一

す

塚z夕 ;J

』（ 1）
一一

､

ます｡

濁逸の造船所は機械工場ダーピンエ場J罐．

工場は大愛近代的であり設計者は優秀でありま
した6濁逸は英國よりも多くの熔撰を使用しま

したが，瑞典,丁抹，伊太利は之に次ぐ．ものと ～

思います。一部の船は全熔接で，大型の客船で

は外板のバットは熔接され,シームは鋲を打ち，

内部の灘造は熔接でありました。‐

私の見た一隻の大型客船は火災で全焼してぃ

たが熔接のクラックは發見されませんでした6
、

熔掲キ次第に一般的になり，全熔接船に於て
はガンウエールパーのみが鋲接せられていま

すb船首1ま直線，球状船首又はマイヤー型で

船尾は巡洋艦型が常に用いられています。不

鋳鋼推進器が有利と認められ，プロ趣ソズの推
進器の2倍の耐久力があると溝せられていま ．

す。 ・ ､

補溌に就ては，エレクトリツク，ハイドロリ

ックの電動操舵装置が有利と認められ， ．言ド

ラント式よりも安いとされています。ワンワイ

ヤシステムを使用する直流電動ウインチが一般

に使用されています6然し交流電源を使用する

ディゼル船にはワードレオナ戸ド式が有利とさ

れていますb

般近の設計の燭逸のウイ･ソチは賞に美事なも

ので，風雨や海水に侵されぬコンパクトのもの

で，鋳鐵製の骨組とドラムとウインチヘツドと

を備えています。

電動カーゴークレーソが多數の鯛逸船和薦船

に装備されています。型式は1トンから5トン

迄の標準型があり，最も普通のものは3トンで

10米の半裡を有するものであります。重い物

を取扱う場合には倍力式のフォールを持つトッ

ピング式のプームカ鐙も適岱であります。 ‐

次に鼬でありますが，繊にはペンソン・ ラモ

ント， ワグナーがありますが，多くの船に使用

されているペンソン， ラモントは狸制循環罐で

ありまして，蒸氣ドラ､ムが無いので水はポンプ

で循蕊されます。ラモソト組は海軍で盛んに使

用され，約8隻の船に装備されました。ペゾソ
ン錨は商船に多く使用されました。これ等の罐

特別講演含記事
｡ →

昨年11月12日に目下來朝中の前紐育造船

所社長R.S.Campbell氏及び現同吐副杜長H、

W.Pierce氏を招いて，東京大學第一エ學部第

三號館第舟一髄講義室で特別講演會を開催し

たoCampbell氏は「戦時中の米國に於ける造

船」と題して約一時間講演し,あとで聴講者の

質問を許し，我國嘩i船所を観察した所感等を

述べたoPierCe氏は電氣熔接の潅威者で,.自由

型船の熔接鰐造について詳細に説明し，講演後

一般の質問を許した。何れも原稿が無いためこ

上に掲載し得ないのは甚だ遺憾である。

更に12月9日午後1時30分から，聯合

軍最高司令部經濟科學部海外顧問圏相談役G、

A､Meyer氏を招いて東大第一工學部第三読館
?

第三十一説諭麓室で講演歯を開催した。同氏は

｢最近の獣洲に於ける造船」と題し約一時間の

講演を行った。その要旨を次に掲げること比す

るo

遷濃近の欧洲に於ける造船
GA. マイヤー氏

；諸君，私は造船協會の御依頼により只今から

私が戦後見ました獣洲の造船状況についてお話

致します。

私は既に日本の状況を旗察しまして）迭船所
機闘製造所が全く進歩して居り，世界第一流の

造船図として霊展して来た事資及び皆さんの造
られた船が立派な航洋性を持った船であること

を承知していますので，今更さう澤山の事を申
上げる必要はないと存じますb

今後日本の將來を立派に再建させる事は非常
に困難な仕事であり, これは皆様若い技術者の

双肩に掛っているのでありますが,諸君がよく，
幣識を働かせ，正しく判断してゆくならば必ず

や麺かしい將来を開拓するでありましょう。私

達は出來得る限りの御援助を致す積りでありま
すb ・

日本の大造船所は世界の何れの鎧船所と較べ

てもその施設は近代的であり，私の見た英濁佛

伊心どの造船所よりも大いに進んでいると思い
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は75氣匪乃至150氣塵約500'度の過蕊緊

氣で使用されましたd過奉氣が500度以上

の場合には管が赤くなり，防熱が嘆けましたの

で， 470度で制限しておりました℃これ等の覗

制給水罐は蒸發が早く，從って運韓中餘分の能

力を持っていることがわかった時にのみ装愉さ

れました。それで，ペンソン瀧には蒸氣ドラム

が附闇されるようになり，輕途罐としての特長

を失いました。

ワグナー罐はボン‘プの無い自然循環式の寵

で，英國のヤロー罐と米國のフォスター罐及び

パブコツタ， ウオルコツクス罐の組合せで， 30

氣睡乃至m氣匪, 470度の過熱蒸氣を使用し

ます。

､一二隻がワルターエ場で完成しました｡.英國’

瑞西，瑞典でも此型式を建造しておりました。

渦逸では4サイクル，スーパーチャージのディ

ゼルの排氣を450で約1氣匪で排気雄に吹込

んで， この排氣ガス確で霊生した蒸氣を使用し

て蒸氣タービンを動かし，之から補機を動かす

デイゼルと罐との組合せを計蓋しておりまし

た｡主装置の燃料消費量は馬力時間識り約’60

瓦であります。熱いガスを罐に吹込んで，その

鱸で補椴を動かす蒸氣を護生しますので船全燈

の燃料消我量は145瓦に下り．, この欧字は今迄

にない低い數字となりました。

、.渦逢は將來の機械は4サイクルのスーパーチ

ヤミジで熔接骨組のものと考えております｡此

ヘ

皇
ﾉ

幸

’、次に微粉淡燃罐封畳について簡軍に申しま の型式の溌戒は馬力醤りの重堂は2サイクル又
す。微粉炭燃焼装置を船に使用したのは米國が は21サイクルの複動i幾械よりも輕く0雲も少い
最初と思います。1927年にこの装置を附けた と考えております。4サイクル6"2.000馬力
タービン船を石炭曾而t力遥遥しました｡此の船 スーパーﾁｬｰジ椴賊は径400fe,長さ460粍
は今でも盛んに使用されています。然し渦逸で のシリンダで520回鱒,馬力営り重量10粍;戦
は鰯堯をよくするためには非常に高い所に罐を艦の主權械は24"V型複動式で､"經420粍，
据付けねばならぬので，貨物を頼む所が餘り狭長580粍,回韓450, 1"64MEP,.600馬力，
くなり，その結果この型の船は澤山建造されま 即ち14,400馬力, 76MEPで8m馬力即ち
せんでした。 19,200馬力でありまゃ駆逐艦の機械は径320

●

凋迩の燃料問題は日本に於けると同様重油に 粍,長440粍, 24"V型複動式で600回軸最
閲する限り深刻なものがあります。重油を買う 大一鰯500馬力即ち12,000馬力を出しました｡
美あ態濫憩そ盈轟患睦せん。欧 高速艇の機械は樫,90遥建叩猿醇箪動
洲諸國はこのことに打勝つためにはディーゼル 式m00回鱒で2,000馬力,馬力懲り重量2託
を使用して燃料消費堂の紗きを選夢か叉は非常 であります。最大の複動機械の篇は裡650粍，
な高匪を選ばねばなりません｡然しかくては建 ｽﾄﾛｰｸ959粍で,毎分225回鱒49.5MEP
遥憤格力稿くなり，アツプキープも高くなりま で一笛1,220馬力を發生しましたo
すので,漁船， トローラー及び長期航海をする クイソエリザベスよりも更に大型の超豪華船
船等では石炭を使用するにしても又は重油を使 が渦逸で計蚕されておりました。商務省の技術
用するにしてもパウワーパツハの排氣タービン 、局から發賓された獅迩の造船報告に依ると若し
が有利と認められ，欧洲は石炭が安いのでとの 猫邇が職零に勝ったなら恐らく建造されたと思
型式が大愛よく使用されました。この型は三菱 われます。この報告は陸軍省の技術當局に提出
瀞戸造船所で製造搭蔽されましたので皆さんも されるためワルターパドラ一造船會祉のGene-
御承知のことL思いますO / raISuperintendentであり#O.T.S.調査画の
次にガス．タービンにつじ,て申します。ガスタ マイャー氏によって作製せられたものでありま
ーピンに依る推進方式が眞剥に橡討されまし す。この夢の海の女王のために選ばれた名前は
た。渦邇は7.500馬力25節で6時間水中航 ビクトリアであります｡設計は進んで,水槽識
走の出来る高速潜水艦を設計致しまして,その 隙もすんでいました。速力は36～38節で,5個
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のプロペラを有し，各軸60,000馬力を出し,プ
〆

レーメンから紐育まで100時間を要し，毎時燃

料消費量は100砿であると報告に書いてありま

す◎

新モレタニア型の36,000",24節のプアータ

ーランドは1940年に進水しましたが"機闘は

装備されませんでした。此の未完成船は1944

年に爆撃を蒙り火災を起し船渠に沈みました。

この爆發加熱にも拘らず外板叉は甲板に於て熔

接のシームは一つも破れませんでした。 、

商船でiまハンザ型3,000唾の船が52隻建造

せられ, 5:000砿が5隻, 9,0"唾が3隻建造せ

られました。これ等の船は米國のリパティー及

びピクトリー型程の十分の設計ではありません

でした◎ディゼルは欧洲に於ける舶用機關中の甚だ重

要なものでありまして，報告書によれば職後の

濁逸の商船陵としてはディゼルによる貨物船が

計蜜されておりました。設計に於ける最近の著

しい鍵化はスカペンジングの問題力起って･來た

2サイクルから4サイクルスーパーチャージ機

關に愛えんとする計壷でありました。濁逸の造

船家は4サイクルの方が2サイクルよりも同じ

重孟，同じ宕種ではよけいの馬力が嚢生し得る

と信じておるようでありますも

マイヤー氏の謹見したことは，ブロンズが戦

争中掴逸に足りないので不錘鋼潅使ってプロペ

ラを作つだことであります。北ドイツロイ･ドは

プロペラは不鋳鋼が2倍の耐久力があるので，

將來プロペラは總て不鋳鋼で作ることに決定し

ました。不鋳鋼プロペラはプロプァイリングマ

シンで削成されました。

報告に記された次の著しい護達は郷逸と和蘭

の船の荷役クレーンの使用と駿時故障の起る可
能性のある水力をやめて商船の操舵装澄に電動

機を使用じたことであります。この操舵装置に
単掴電動霞を使用することの今一つの利鮎は便

格の安いことであります。

なおこの報告書には掲邇造船界の詳細に就て

他の鯛査者が作製した便利な表も添附してあり

ます。

■
負

以上で極く､大踏のお話を絵ります。質問があ

‐りましたらお受けいたします。

論文審査委員會設蓋に就て

造船協會で取扱います各種の論文の中，賞牌〃
‐

を贈呈すべき論文とか懸賞論文の審査に當つて

はその都壷適営な審査員を選んでお願いしてお

り，講演會で謹表される論文に關しては細則第

二十二條に記載･してありますように其要旨を記

載した原稿を提出し丈理事會の承認を受ける事

になっておりますb 一

ところ力輔穰な審査方法は餘りに中央集權に

過ぎ且非民主的でもありますので， この度評議

員會の決議によりまして,講演會で發表する論

文，寄稿論文，授賞論文等を審査するため，本

會に論文審査委員曾を常置すること･坐なりまし
た。その規程も何れは細則中に入れるべきであ

りますがそれは適営の時に細則獲更を行うこと

上し差営り次の規約によることLなりました。

一

今

今

I

"

造船協密論文審査委員會規約

第一條造船協歯に論文審査委員會を置き次

の各論女の審査を行う。

一瀧演曾で發表する論文 1

二寄稿論文

三． 遥船協會賞牌を授與すぺき論

文

四丁懸賞論文

第二條論文審査委員會は委員長一名，委員・

若干名を以て構成する｡

第三際委員は曾員中學識經験の特に深い者

から評議員會の決議により酋長これを

委躯する。

第四際委員長は委員の互選によりこれを決

‘めるo

第五條委員の任期は二年とし重任を妨げな・
い◎

第六條委員長が必要と認めた場合には臨時

委員を委嘱することが出来る。

第七條審査を描當した委員叉は臨時委員は

審査の結果を委員長に報告する。委員
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（4）
句

長は委員曾を招集してこれを審議し，

‐その結果を評議員曾に報告するものと

する。

而し-て評議員會の決議によりましてこの度委

員を御依頼した方々は式の通りでありまして，

、去る2月10日に第一回會合を行い,委員の互選
墨

により委員長には井口常雄君が営選しました。

委員長井口常雄君

委員赤崎繁君 板部成雄君”

太田友彌君 奥田克巳君

加藤弘君 古武彌輔君

志波久光君 白井秀雄君

常松四郎君 寺澤一雄君

朝永研一郎君 長谷川清一君

松下壷雄君 六岡周三君

山縣昌夫君 吉識雅夫君

渡避惠弘君

第50期年度秋季講演會

講演概要（その一）

（1）水面滑走催の遥波抵抗理論

， 准員一工學士丸尾盃君

造波抵抗を計算した結果， アスペクト比が大き

くなる程一般に遥波抵抗は減少するが，その愛

化の程度は誘導抵抗より小さくなる事がわかっ

た｡次に匪力分布の塞化が遙波抵抗に及ぽぅ-影

響を調べた所，進行方向の匪力分布の愛化はフ

ルード激があまり小でない限り大した影響を及

$ぽさない鍋横方向の匪力分布の愛化は造波抵
抗に大なる影響を及ぼし，特にフルード数の大

なる時は横方向の匪力分布が略ぽ楕圓形の時造

波抵抗は最小となる事を見出した。匪力分布と

滑走面の形状との關係は，童際上非常に重要な

問題であるが,之を嚴密に取扱うことは極めて

困難である｡しかし著者はアスペクト比の大な

る場合）與えられた匪力分布に對する滑走面の．

迎角の職方向の分布を比較的簡単に求め得る近

似公式を曲し,之を用いて繊方向の睡力分布が

一様なる場合と棺固形の場合とに對する計算左
行った。叉迭波抵抗力鐙小なる匪力分布の時は
滑走面の迎角の分布が匪力分布と同じ形にな
る。從って迎角の横方向の分布を略ぼ楕圓型に
した時高速に於て浩波抵抗力撮小となる。
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’(2) 夷船及トロール漁船等の推進器設計に
づ

著者は前回水面滑走板の匪力抵抗を，主とし 』開する一考察
てこ次元問題に就て研究し，之が飛沫抵抗と造 一 正員工學博士木下昌雄君
波抵抗との2種類に分けられる事宥明かにし 准員工學士山内保文君
た。この中飛沫抵抗の方は板の幅が有限なる場 曳船及び1､ロール卿階等が運鱒航行する場合
合の三次元運動に於ても二次元の場合と同檬な と，他船を曳航し叉は漁拷時漁網を曳航する場
簡単な式に表わされる｡．しかし遥波抵抗の方は 合等とでは,推進器の作動條件に非常な愛化が
二次元運動に於てはその性質が極めて簡草で， ある。從って例えば単濁航行時に對して最も適

且速度の増大と共に著しく減少するのに對し， 當なものとして設計された推進器は，一般にそ
三次元運動の場合|ま問題力遥かに複雑となって のまLでは曳航状態に於ては決して良好なもの
來乙。滑走霞の周園の流麗運動を求めるには， とは言えず,從って推進機關の出力を全幅に利
滑走燈を水面を走行する一定の塵力分布に置換、用していると言うことば出來ない。
えるのであるが‘此の運動のポテンシアルは水 即ちこの二つの状態は推進器に對して幟互に
面に分布ずる二重吹出しによる運動の場合と同 矛盾する要求であつく，固定螺距推進器を用ぃ
等である事がわかった。叉速度が非常に大とな る限りこの雨者を同時に十分瀧足せしめる推進
ると，滑走燈の附近の流禮運動が翼によって起 器を設計することは理諭E不可能であるo

される渦運動に非常に類似して来る。この爲造 そこで可愛螺距推進器力堵えられるが’現在

波抵抗もプルード戯が大なる時は翼の誘導抵抗 の段階に於てはその機購が複雑で製作費が嵩み
に非常に似た性質を持つ事江明かとなった｡フ 叉その信頼性にも鉄ける所があるので,一般に
ルード数及びアスペクト比を色々愛化させて はあまり用いられていない。従って已むを得ず
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固定螺距のものが用いられること力琴いが'そ に對しては斜流角'0.以下3簡単な-＝の宣醸
の設計に際して之等雨状態を併せ考える解析的 があるのみであるが航室プロペラに對して‘は充

な方法は少い様である。 分な蛮験もあり，叉之等によく合う理論式も得

本論文に於ては固定螺距推進器を噸､る場合 ・ られている｡然し乍ら不均一洗効果につぃては
に， この箪濁及び曳航の雨状態を併せ考えて， 舶用推進器に對しては勿論，航空プロペラに對

與えられた機關に對し最も適した推進器を設計 しても研究の發表されたもの力無い様である。

謝る一方I壷提示せんとするものである。即ち 著者は或問題の研究の途上に於て不均一流に

一つの圃示法話用い，之に依って船燈及び機關 おける推進器の問題を解く必要に迫られて斜流

が與えられた場合に綜合的に見て最高の効率を＝ 効果の計算を多少髪形して不均一流効果に對す

設揮する推進器を見出そうとするものである。 る理論式を得た6即ち不均一流に於ける翼素の

‘ この方法によれば速力零の陸岸繋留曳引状、性能を計算しこれを適當な假定のもとに推進器

態，最高速力の単燭航行状態の二つの極端な場全燈に積分して，例えば軸と直角な一方向に直

合の外，その中間の任意の速度任意の出力に於線的に速産力蕊化している場合に對して性能を

●しける曳航可能な抵抗の量を求め或は任意の抵抗 計算ずる公式を得た。

物を曳行した痔の船の速度の推定等も容易であ 尚車螺旋船及び双螺旋船の推進器圓盤面に於

り，且樫關の特性による種公の制限を考えるに 、ける不均一流分布を近似的に代表する他の一二

つけても便利である。 の基礎的不均一~流分布に對しても同嫌の計算式

著者等はこの方法を運輸省曳船第九鐡榮丸の を導き，系統的模型推進器の特性曲線を使用し

例に應用し，その計算結果を賓船による曳航及、 て之等の力及びモーメントを表わす式の中の係

速力試鹸結集及水糟試験結果と比較した。 蝋の數値計算を行って園示した。 ’ ‐

猶水産講習所練習船榊臓丸の例につき，最近 （4）模型船の自由検揺遁期に關する一問題
正員工學博士上野敬三君行われた漁樗試醗成績を解析して見た結果,上

記の方法が此種漁船にも適用し得ることを確認 模型船により自由識橋蜜駁を行って見ると，
した。從ってこの方法は目下我國漁船界に於て 大睦5.以下の小さい振幅になると振幅が減少．

問題と洗っているトロール漁船,底曳網漁船等 ずる}こ従って遁期が急激に減ずる傾向がある。
の推進器設計にも賓するものであると､考えられ ‐著者は俄樒をする模型船の雨舷側に接する周

る。 ・ 圏の永の表面張力力識橋を減ずる復原偶力とし
／

（3）不均一流における推進器の性能の計算 て作用し， これ参この現象の原因であることを

正員工學士谷口中君 理論的に確め得た。尚その得た結果から見て､

船柵岬推進器の性能は普通流れの方向が軸 も，表面張力を表わす項は模型船のlineardig

の方向と一致する均一な流れの場合を假定して menSionの自乘に逆比例する‘壱,表面張力の

計算され，叉實鹸されている。そして通常の推 影響は模型賞隣に於ては表われるが，蜜船の場

推問題に對してはこの推定は充分な愛糟性を持 合には無観し得ることか現われている。
っている。然したがら愛際に舶用推進器の作動． （5）弾性限を超えた状態における鈑の挫屈
している流れの場合は決して流熈の方向が軸の 理論

方向と一致していないし叉流速の分布も推進器 正員工學士渡遥正紀君
隠盤面上に於て均一でもない。そして場合によ 周知の如く柱に閲しては挫屈前既に弾性限を
つてはこうした非對穂践や不均~性の影響が間 こえている場合についてもEngeSser-Kar-
題となることがある。 m§n等によって充分な研究が行われている。

七のうち流れの方向が軸の方向と一致しない 然るに鈑に關しては殆んど研究せられておら
爲の影響即ち斜流効果については, '舶用推進器 ず，僅かに對遥より匪縮荷重をうjﾅる矩錘に

－

や

、

〃

Q

1

'

つ

●

'

申
令

』



F‐ －

ｰ言ミーニ

一一

マ 幻一一＝~F万一, Uー

毛ダ

ｰ

9

，

Fj継
、 貢.#巌

麓

蟇
f 、j・

;ﾈ零
C

b 4

●

会〆 一

色

＝

.（ 6）

〆

ついてのBreich及びChwallaの研究が知ら 板内内力に關速してしらべたものとして砿かに
訂

れFこいるのみで，而もこれ等の研究は何れも特_,Bengstonのものがある力､この解には有効幅

殊な場合に就て大謄な假定のもとに導かれたも に關する部分に重大な誤りがある。

のであって略算法としてはとも角理論酌根擦簿著者碗行機構造に於けるこの問題に閲して
弱であって且一般性がないと思われる。 研究を行い,.←元海軍航空技術廠研究報告に發表

琴者はこの鮎に鑑み著者の包浬する塑惜理論 したが,本論女はそれをまとめたものである。
を用い且Karmanの提唱によるreducedmo･ 一般に構造単位としての矩形板が，縦材と職

dulusの概念を採用することによって先ず一般材とに四邊を支持及び四邊固定された二つの場

一的理論を樹立し』矩形仮について理論と蜜融と ‐合について,表面墜力と板内内力とを受ける時

の比較樟證を行って見た。その結果減足すべき の鍵形と睡力分布について解析と蜜隙を行い，

・成果を得たのでそれを報告した論文である。 ・ その比較により解析理論を橡討した。 ，
得た理論式を撞證するため,アルミニウム飯 ］・ 解所． 板の有限鍵位の式を基礎として，
を用い，高さ蛆8mm・幅90,80,70,60mmに その非線型方程式を解くのにGFH1Prkinの方法

ついて奮験を行った結果充分満足すべき結果が を用いた。暁み⑩を境界條件を浦足するよう 垂
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に假定し，適合條件式を近似的に解き板の僥み、

の式に入れてGalerkin方程式よりの中の未

定係歎を決定する。これより聴力分布が定ま
る◎一方境界{康件によって，縦材及び横材の歪一
と板の維應力との關係が定まり乳外板の有効幅

得られたことが確認されたb

（6）直交異方性回筒の挫屈について（第一

報） （古典理論による匪縮曲げ握りの挫屈

過度）

正員工學士8林毅君

直交異方性外板を持つ圓筒の挫屈について

は，その弾性主方向が筒軸に雨方向に平行な場

合について鉦に山名,Dschou,Heck等の研究

があるが，異方性弾性を含めた一般表式として

一般に求められていない。

著者1本匪縮,'曲げ及び浜り挫屈荷重を古典理

論の立場から,銅立な弾性常数を含めた一般表
式として求め既發表の資験結果と比較した。そ

の結果によると歴縮挫屈では波板圃筒の山名の

蛮醗とはよい一致が見られないが，井上の合板

圓筒の曲げと振り試験結果とは畷ぽ良好な一致

を示した。匪縮の場合に大きい懸隔を示すの

は，所謂Durchschlagenの現象に基くものと．

考えられるが， これに對しては微小愛位の古典

理論は何等の解鯉も與え得ない。有限愛位理論

より解明されなければならないと思う。

(7)水唾と板内内力を受ける補掴外板の狽

度

正員・工學士林 毅君

一般に水陸と板内内力とを受ける板の問題

中，籍板の場合についてば, Boobno丘,Timo･

shenko等の研究があるが，矩形板については

1 ユ

I
I

を求めることができる。

表面産力力引張叉け匪縮を受ける板の有効幅
と板中央の震みに及ぼす影響を知るため特に四
邊支持正方形板について,嘩力と一定方向の拳
に引張又は匪縮力が作用する場合⑫数値計算を
行った緒果を園示した。

2． 蜜験との比較． 笈騨は四邊固定正方形
板の鵜に,表面歴力と,一方向の匪縮力とを
かけて行ったが，有効幅及び僥み共iこ理論と良
く一致した。

3． 般禮外板の弧度計算． これにiお上の解

版結果から有効幅を利用して計算するの力邊も
便利である。

12月及び1月中に総ける各種

委員衝の活動欣況

12月1日（月）臨時理事曾

時及場所午後2時より5時迄本會事務所に
於て

出席者山縣，加藤各理事，朝永監事出淵

事務長

護事

宅一⑧
９

年
。

１

《

‐

上

戸

』

I

〆

〃

I

〃ダ

っ
ー

ー一

､

＝

や



藤寸ワーワ毒で－－､ 一 一.一宅 ” 了＝▽『ーテマーノテ~可‘ －幸百一r毎．一一~、P F 今 や

二一.

〉
'

0 一

～
』

6
単

、

＝

一

、

‐

一

ｰ

'
一
く

●

7 ） 翁才 可

一・ F
〃

、 ，所に於て

･ ’出席者禧田委員長，曾田主査,今井,御鳴

，島田各委員・遠山，山口各委員代理

議事

1，先般三井造船玉野製作所で行われた鋼

船工作法委員會に於て禧田委員長が列席

、 ・の上聴取した事項として，電氣熔接工作

法基準が大農誤り今月更に播磨で審議し
その結果明年2月頃原案が出來上るので

． 之を電氣熔接研究委員會に廻付すること

になっている。之により4月中に雨委員

・曾遜合會を開きたい意向である旨報告が

、 あった。 垂
夕

2’前回申合せ事項の船舶工學技術に對す

る調査に關する原稿を提出し，協會から

〃 ． 海運總局に提洲の手綴を採った。

3，前回から引綴きの外板のプロ.ツク分割

に開し曾田主査から競明があった。

4'島田幹事から外板，甲板，隔壁等各種

ブロックの船髄構威順序に開し説明があ
り，種惹意見の開陳があったので，之等

一 を参考として次回之を織込み原稲提出す

． ることに申合せた。 ．
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今

11月18日開催の第50期年度通常總會

の決議に基き本日臨時理事會を開催して

評議員選畢の開票を行ったo (開票の結

果は既に報告した通りである)。

ジ

ー

～
『

3，日（木）船舶工學術語改訂委員會第駒回會

合一

時及場所午後1時半より5時まで本會事務

〃 〃所に於て ，

出席者湊委員長，井關代，板部，池田,榊

L姪． ‐原，鈴木,南波，松山，重川各委員，

出淵，佐藤各幹事 ・

‐議事 ．

、 前回懸案となっていた語及ひ全科技蓮案

、 G4M"の残部と,!N''の部を:全部審議し

た。

9日"(j0,10日<(水） 木船研究委員會第171
回會合 、

時及場所経日千葉縣銚子市繊濱ヨット工作

所銚子工場に於て

出席者吉識委員長，小山，市川，武原，吉

田代各委員，金子，竹鼻各幹事一

賦事

1，秋刀魚漁の見璽の議定であったが天候
＝ ・ 不良のため取止め,漁船の見學を行った。

2、接手の資験の種類及び擢當者を協議し

；た結果次の通り決定した。

. ,(A)片面目板接手(B)雨面目板接手
(C)嵌接舞手急 (D)嵌込接手

(E)鈎形接手 (F)膠着接手

(G)特殊接手

－ 3，明年度科學試鹸研究費の申請を接手寅

隣他4件についてなすことLしその額を

決定した。

4，銭事絡了後横演ヨツトエ錫の見學を行

ったC

l0日（水）電氣熔接研究委員歯第3分科第24

回會合

時及場所午後1時半より5時まで本曾事務

の 、

11日（木）漁船研究委員曾第12回會合

時及場所午後r時半より4時半まで本曾事

務所に於て
○

． 出席者松本委員長，元良幹事,高木,木下，

熊凝中村各委員

談事

、 明年度科學試醗研究費を申請すべき研究

項目に就き種埼協議した結果,T漁賠の

安定嘩改善に鯛する研究｣を選澤し
たo －

15B(月）電氣熔接研究委員曾第4分科第16
回會合

時及場所午後1時半より4時準本曾事務所
に於て

出席者瀝田委員長，榊原主査,禧田,今井,

演野，御鳴，増淵各委員

1
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Q
議事

1，今井委員から前回設明のあった熔接船、

の補握後の縦弧度の計算資斜を刷物とし

て配付，之を調査した結果次の事資が明
グ

かとなった。 －

4
朝

グ

ー

も
←

l
BottomStreSs(t/inchg)I

少

TopStress

’ | TensiOn" |
U

l 藻
’Compression

5．97

6．15

5:93

Oompression

6．776．65

． 6．13

TenSion

’ ’
鋲接船 9.04

8.配

8．16
熔接船(補彊前

（補彊後

夕

q

即ち熔接船の中央部に於けるBottom

StrPSSは補握前も補弧後も鋲接船と大差

ないが，補弧後のTopstreSsは鋲接船 ．

よりも大分低下した結果になっている。 …

2,熔接學會主催のピヤース氏を園む座談 、

會その他に於て同氏の述ぺた所見の中直

接叉は間接に本委員會に關係のある事項

の概要につき御鳴委員から次の通り報告
q

があった。

（イ）熔接船の疲努應力熔接船の計

整に於て米國では疲努曜力を如

何に取扱うかということを考え

・たこ,とはなL,。機械の熔接で問

題がないことから考えて船鐙に

於ても問題ないと思う。

、 （画）造船所の熔接橡査米國では熔

按工20名に對L1名α割合で

検査員を配置すること比してい｛
、 る。

（'､）熔接船の損傷調査の結果職時

中に米國で建造せられた，約
b

5000隻の熔接船の中損傷を生

じたものは歎百隻であったが，

膜二つに切断したものば僅か8

隻であった。大掛りな禰査委員

會を組織してその原因を調査し

たが，その原因の中で

（1）低温時の熔接を蕪けなければな
らないということに對してはそ

の後は10°F以下に於ては熔接

しないことにした。

, ． (2)趣裂を生じた原因の一つが，
.NotdleKectに因るだろうとい

●

うことに對しては造船材料の

Notchsensitivityの實騏として t ，

Fullsizeの板で大掛りの蜜鹸を

行った結果,現在用いられてい

るLimedsteelはNotd,sen.
の

sitIvityがkilledstedよりも

大であることを確認した。然し

駿時は急速多量を必要としたの

‘ で米國でもkilledsteelを使南
、

まることが出來なかったので次

のような計壁更を行った。

○上甲板のsquarecornercargoha-

tchをroundcornerとした｡！ ‘
／

○上甲板のcargohatChとsideと

の中間雨舷に縦の帯H犬のdoubling

plateを設けた。 一 、

。○上甲板のstringerplateをangle

を用いて鋲接としだ。

(=) Unionmelt熔接日本の造船 ‘

材料は材質の鮎でUnionmelt ･

．熔接を使用することは老えなけ

れぱならなし､であろう。 .

（ホ）熔接船の狸度熔接船は鋲孔が ノー・
〆公

ないから狼いものと思うが，
American,BureauofShipping ｡

は熔接船に鋤しても鋲接船と同
様にFi,llrulescantringの計

蜜でなければ湊隠しないであろ

う。
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（へ)､將來の商船Tankerは將來も 蜜施し得るよう至急立案の上, 1月に臨

， 熔接で建造されると思う。貨物 時評識員會を開いて附議すぢことに申合

船は米國では現在船腹過剰であ せた。

るから當分建造する必要がな 5，理事監事互選の件

ぃ。從って鋲，熔接何れで建造 評議員に於て理事及び監事の互選を行つ

するかを考える必要がない。客 ‘刊 た結果理事に渡邊賢介、糠山渉,瀧山敏

船は船主の意向をも考慮して 夫，南波松太郎，高ポ淳の諸君が，又一

鋲,熔何れで建造するかを決定 監事に山縣昌夫,大顛進の両君が，営

せられるであろう。 ゞ、 鑿したも
（ト）小型船の熔接米國では使用材 6， ．名響員推薦の件

料の厚さが；''以下の小型熔接 前會長井口常雄君を名器員に推薦する件

船（多＝80～93m)に於ては損 を可決した。

． 傷魑裂の經職がない。鋼板厚さ

がそれ以上になると熔接によつ ’8日（木）電氣熔接研究委員會第’分科第1ミ
て生ずる多軸應力の影響を考慮 回會合．

する必要を生ずるであろう。 時及場所午後’時より4時迄本會事務所に
ﾛ－

於て

'7日（水）定期評議員會 ・ ・出席者魑田委員長，矢ケ崎主査，禧田委員
時及場所午後2時より4時迄丸ピル精義軒 議事

に於て ’，木原委員擴當の蜜鹸は電力制限の爲試

出席者井口貧長，山縣，加藤，吉識，常松 隣機の使用不能となったので制限緩和迄
各理事，頑田、朝永各監事，赤崎，出 中止するの已むなきに至った。

淵"上野,南波,榊原,高木,亨武各 ’ 2，從って今後上記の蛮醗を施行し得る童
評議員 で第2分科會据當の文献による研究を進

議事 めることとし．之が蛮施に闘し第2分科一
新理事互選前に, ‘井口會長司會の下に 會との打合せをなす事となった。
一般議事及び報告をすませ，その後で理

事監事の互選に移った。 22日（月）電氣熔接研究委員會第3分科第25
’， 日本工學酋企霊運菅委員會委員に本會 回會合
から出淵評議員を推薦することとなつ 時及場所午後’時半より4時迄本會事務所
た。 に於て

・ 2，研究委員會委員追加委嘱の件 出席者幅田委員長會田主査,今井,御鳴，
鋼職工作法研究委員倉委員に日立因島造 遠山,山口、島田各委員
般所中上寛君を，又電氣熔接研究委員 議事
衝委員に鐵道技術研究所第七部演野和夫 1, 135f細皆の一般配置並に主要構造棚
蒄を追加委嘱す毛ことに決定した。 要に開し詳細に亘b設明があった。

3，入退曾者琢認の件（別項記載の通り） 2，箇綴熔接心距の件は次回に各委員の、

4，論文發表前審査の方法に開する件 案を持寄り更に検討のこととする。
二三評議員から論文審査機關を設けて雲 ‘ 3，次回には一般構迭概略田により綜合§’

表前審査を行われたい旨提案があった。 立法を糠討することに申合せた。

成るfTく春季調浪曾で駿表する論文から

22日（月）電氣熔接研究委員會第3分科第25

回會合

時及場所午後’時半より4時迄本會事務所

●
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に於て

出席者幅田委員長會田主査,今井,御鳴，

遠山，山口、島田各委員

議事

1, 135f細皆の一般配置並に主要構造概

要に開し詳細に亘b設明があった･

2，箇綴熔接心距の件は次回に各委員の腹

案を持寄り更に検討のこととする。

3，次回には一般構迭概略田により綜合組
立法を糠討することに申合せた。
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24日（水）臨時理事歯

時及場所午前10時より正午迄本會事務所

に於て

出席者横山，瀧山，南泌高木各理事，山

縣監事，出淵事務長

議事．

≦',理事職務分搭の件

（既報幻通ウ波定した）

、 、 21會長代理の伜 ‐
渡邊會長病氣引寵り中横山理事が代行す
ることとなった。

時及場所午後2時半よ・り4時迄本會事務所

に於て

出席者吉識委員長，小山，武原各委員，金

子，竹鼻各幹事

議事 ・

.1j今迄の懸案事項は2月初旬の幹事會で

整理し，併せて描當者を定めて解決の促

， 進を計ることになった。

2，現在迄の解決事項を綜合して本船施行

法基準を作製することとし，その原案を

〃 ‐小山委員に委鶴した。

ザ

一

～

〆

＝

’
3，地方委員委嘱の件

望次の諸君に地方委員を委嘱する件を決議

した。

漉遜二郎君-(函館）李家孝君.(横濱）

村田義鑑君（浦賀）稗谷重雄君（名古屋）

酒井五郎君(紳戸）六岡周三君（相生）

田中繁松君(玉野）佐藤尚君(廣島） 這

我妻聰一君（因島）渡遷悪弘君（幅岡）

肥塚與四郎君（長崎)．信藤孝三君（大阪）

4，論文審査方法に關する件

本會に論文審査委員會を設置し，發表前

の審査，授賞論文審査，懸賞論文審査等

論文に對する一切の審査を行うこととし

その規定を一月開催の臨時評議員曾に附

議することに申合せた。

グ

3，最近進水した富士ミルク造船部の合板

‘船を1月末に見學することに申合せた。

14日（水）船舶工學術語改訂委員會第21回

會合

時及場所午後’時半より5時迄本曾事務所

に於て

出席者湊委員長板部，上野代,榊原，鈴

木，南洩涜田,松山各委員，出淵，

佐藤各幹事

議事
卜

’，前回懸案となっていた諸術語の鹿理を
． 行った。

2，全科按連案G:O''の部と G{P''の部第
61頁終りまで審議を総つた。
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I 15日（木）漁船研究委員會第13回曾合
・ 時及場所午後’時半より4時迄本會事務所

に於て

出席者松本委員長，熊凝，元良，中村各委
員，出淵事務所

議事

1，水産研究曾漁襟部長岩本千代馬君に委
員を委嘱する件を申合せた。 ．

， 2，委員會の運警方法を再考し活溌に問題

の出るよう各委員に於て考究しおくこと

を申合せた。

3， 自韓委員から迄頃海難が多いので安全

性に關し再検討を加うべきである旨提案

があり;解決可能の問題争われるので

1月12日（月） 電氣熔接研究委員歯第3分

・ 科第､26回會合

時及場所午後1時半より5時迄本會事務所

．に於て

出席者禰田委員長，今井，山口,島田各委
員 ‘

. "

践事

’，島田委員から船隆建造順序に就きその

‐ 原稲及び圃面を配付して説明あり本項の
蕃議を完了した。

2，次回は清水委員執筆の外板の項を検討
する件を申合せた。
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水産研究會と連絡を取って至急蛮例に就・ ‐ 工員の薮

‘ き調べることに申合せたo . ･ (ト）現場熔接を行う最低温度

4，元良委員からト官＝ル船のガロースの 外二三の蘋目に就き活溌熱心な質疑討論を行

、狼度計算の結果に就き説明があった。 つ光。例えば'shell aangeのないframeを

1 shellplatingに熔接する娼合, framespaceを
老

19日（月）電気熔接研究委員曾第4:分科第 その儘にしてshellplateの厚さは増さぬ。米
17回曾合時及場所午後1時半より4時迄 國では電熔こ對してfatiguefailureの事は殆

木曾事務所に於て． ど考えていなc､。將來米図の商船での電熔使用

･出席者榊原主査,今井,憤野,松本,御鳴， 範園の豫想は．有利な所にのみ止め,鐙力,エ
増淵各委員 作上ri“の方が有利な所例えぽ外板の総段ち

如きは電熔は使用しないだろう。即ち熔鋲混用‘議事
黛

’：榊原主査から造船協會電氣熔接研究委 になるであろう。 、
員禽主催のpierce氏を園む座談會に關 ． 上記話題の中（ホ),に關しては， この雷熔規
し次の事項を記鎌し置くことを提案し一定は鋲接の渥力に比較してこれに等しくする積
同了承した。 りで作ったものでなく，或造船所で海軍の技師参

（1）米國造船協會副會長,A.B.船級 が主任となって賓鹸を行い,それを基として作
協罐術委員，紐育造船所長補助員 つたものである｡叉(へ)は熔接工20人に就
(NeWYorkShipbuildingCorpora- き1人, (-ﾄ）は10｡Fまでに制限していたが．

, tiOn,AssistanttoPresident)Harvey _その後はもつと低温度でも工員の働ける時は之
'W.Piもrce氏を園む｢船舶電弧熔接 をすう事にした｡但しPreheatしてから熔接
に就て｣②座談曾｡ ,するのである｡ ．夕

（2） 11月29日午後東大第一工學部
船舶科會議室に於て。 、 2'日（水）臨時評議員會

（3） 出席者今井，木原’赤i職矢 時及場所午後2時より5時迄日本工業倶樂
ヶ崎，白石(鐵研)，埴田，御鳴，仲 部に於て

（東大)'金澤(東大)，増淵，榊原の 出席者願山，南漉高木各理串,山縣監事，
’’名。 赤崎，出淵，小野木，太田，加藤，揃

夢

（4）話題 原，朝永，吉識各評議員
（イ）電弧熔接に依る母材の内部應 ・議事
力 - 、 1，論文審査委員會設置の件

（ロ）電熔（特にNotCheHectに 講演會に綾表する論文，寄誓論文，授賞

對し）と被熔接鋼材の種類との開 論文等を審査芽るため本曾に論文審査委
係 員會を設置することとし，その規約及び

（,､) Notcheffectと米國に於ける 委員を決定し夫を委嘱手織をとることに
Notcheffecttest. 決定した｡.(別項参照) ･、

(=) Sharpy及びIgodtestと鋼 2,第51期年度春季講演會開催の件
材砂Notcheffectsensitivityと 四月中旬大阪方面に於て阪稗造船協會と
の關係 ． 共同主催で講演會を催すことに決定し

（ホ) American'BureauofShip. た。
ping造船規程の電熔規定由来 3,入退會者承認の件（別項記赦の通り）1

（へ） 米國造鰡こ於ける熔接工監督 4，委員曾顧問及委員委嘱の件
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・ 新入會者氏名

（12月及1月役員會承誌の分）

正員花岡達郎 渡遥一弘 伊藤新平

中村茂雄 、竹田昇 井崎義隆

池村清 、

禧田烈君を鋼船工作法委員會顧間に，

叉川崎泉州工場鷲見三郎君を同研究委員

會委員に推薦することを申合せた。

24日（士）船舶工學術語改訂委員會第22回

會合

小澤筒介

ﾉl､林和夫

演田二郎
・ の

二見巖

安田章一郎

′佐倉俊二

大璽棟三

一大畠装昭

松野清孝

藏所孝暦

和泉大械

時及場所午後2時よ奴6時迄本曾事務所に

‐於て

出席者湊委員長，上野，瀧山,板部漬田，

松山，鈴木各委員，佐藤幹事

､議事 ’

･ ゞ前回懸案となっていた語と全科技連案

.G6P''の部64頁までの審議を経った◎

學生員鎌田晃

一 田代新吉

清水敏久

中島精太郎

河野卓

． 江川忠勝
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1

第51期年度秋期講演含

論文募集

下記要領により秋季調斌會に於ける識演の申

込を受付けますo

23日（月）電気熔接研究委員衝第3分科第

27回會合

時及場所午後1時半より4時迄本會事務所
多

に於て

出席者會田主査，今井，御鳴, -島田各委員
議事

、 1，噺績熔接の心距及び間隙に關し曾田主

査から説明があった。
ダ

2，清水委員据當の外板は繊演造船所に於

て纏める事になったが，島田委員が先き

、に提出したもめを補足する程度に止める

‘F鰹鐡鯉立治具に鰯し鍵案‘
‘，木下委員から既に原稲提出濟である

力逵に依ると造船建造一般に使用せられ

るものを全部記述してあって，漁船工作

法には使用されないものもあるようであ

J),又造船所に壕ては其の使用も厘々
であるから之は本文に載せないで附録iこ

したらどうかとの事である力迄は主査一

任となった。 ・

死~〈亡金員

次の方々が死亡されました旨通知に接しまし
た。絃に謹んで弔意を表します。 ‐

正員山下友吉君蒔田秀夫君松村雄三君

e 号

論文募集要領

(’)’誼交の長さ 論文原稿枚數を圖表共で

250字詰原稿用紙50枚以内に納めるこ

とo

（2）梗 慨 英文の梗概と，講演會當

日配布するための250字詰原稿用紙4．5

枚程度の和文の梗慨を添付すること。 ‐

（3）論文の麺類 論文の種類は制限ありま

せんが、多數會員の希望がありますの

で，設計，工作法，作業に關する論文及

機關々係の論文を多く寄せられる榛切望

しますo

(4)締切期日 表題のみを昭和23年7

月25日迄に到蒲するよ鼠通知す.るこ

と。締切後到蒲のものはお画りしますQ

（5）原稿用紙は御申込次第御塗附しますo
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會餐改正のお知らせ、

4月11日開催の臨時總曾で，正員會喪300

圓，學生員愈費150圓に改正決定, 7月1日

から賞施することになりました。
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蓮心分離機ｱﾙギﾝ酸製造装置オートクレーヴ
（試験用工業用在庫盟富）

硬化油製造装置フヰルタープレス
反應釜･濃縮釜I

ダ

發罐製麗機械装置食用油機械装置眞空蒸發罐

眞空乾燥機飴･葡萄糖装置合成樹脂製造装置I

Oザ

株式倉社

東京製作所▲

、

東京都中央唾槇町一ノ五束京製作所ピル

（東京騨八重洲口.下車3分）

電話京橋(56)2823.8281.8292.8293

鶏驫川墨胤蕊三二一手取扱本誌上への廣告は 暇事務所
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